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　社会福祉協議会は行政ではなく「社会福祉法人」という位置づけであり、民間の組織です。そのた
め、行政ではできない民間性を持った事業が多く、それらの事業は皆さまからの会費と赤い羽根共同募
金の配分金によって支えられています。（会費と赤い羽根共同募金の配分金はすべて事業費に充てら
れ、それ以外の人件費等に充てられることはありません。）
　今年も各地区の福祉委員を通じて７月に会費納入、10月に赤い羽根共同募金のお願いにうかがいます
ので、「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を進めていくためご理解ご協力よろしくお願いします。

　毎年７月に町民の皆さまからいた
だいている社協会費は、赤い羽根共同
募金の配分金と合わせてこれらの事
業に活用され、大切に使わせていただ
いています。（これ以外にも総合相談
事業やボランティアセンター運営事
業等、18の事業に活用されています。



福 祉 だ よ り第80号 （2）

令和３年度の決算状況
美郷町社会福祉協議会の令和３年度の決算状況について、次のとおり公表します。

（単位：円）美郷町社会福祉協議会決算書
勘　定　科　目 決 算 額 説　明

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収　
　
　
　
　
入

会 費 収 入 5,963,000 一般会費・特別会費・団体会費・法人会費
寄 附 金 収 入 1,662,542 一般寄附・香典返し
経 常 経 費 補 助 金 収 入 49,983,204 町補助金・共同募金
受 託 金 収 入 32,431,830 町受託金・県社協受託金
貸 付 事 業 収 入 648,965 たすけあい資金償還金
事 業 収 入 1,502,960 センター利用料・昼食負担金・広告料
負 担 金 収 入 43,312 研修負担金収入他
介 護 保 険 事 業 収 入 49,400,520 居宅介護支援・訪問介護・訪問入浴・地域支援事業・コロナ対策補助金
障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 収 入 7,489,870 居宅介護・同行援護・相談支援・地域生活支援（身障入浴）・コロナ対策補助金
受 取 利 息 配 当 金 収 入 849 預金利息
そ の 他 の 収 入 8,468,424 ボランティア保険事務費・退職積立差益他
経　 常　 収　 入　 計 (1) 157,595,476 

支　
　
　
　
出

人 件 費 支 出 130,575,490 職員・臨時職員・役員報酬
事 業 費 支 出 36,683,849 各事業費
事 務 費 支 出 3,593,217 事務的費用・福利厚生費
貸 付 事 業 支 出 617,465 たすけあい資金貸付金
助 成 金 支 出 1,883,914 福祉教育・サロン
負 担 金 支 出 755,400 ふれあい安心電話県社協管理負担金
そ の 他 の 支 出 9,500 
経　 常　 支　 出　 計 (2) 174,118,835 

経 常 活 動 資 金 収 支 差 額 (3)=(1)-(2) -16,523,359 

施
設
整
備
等
収
支

収　
入

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入 7,800,000 集会室冷暖房設備改修工事補助金
その他の施設整備等による収入 73,213 火災保険料前払費用
施 設 整 備 等 収 入 計 (4) 7,873,213 

支　
出

固 定 資 産 取 得 支 出 9,400,600 集会室冷暖房設備改修工事
その他の施設整備等による支出
施 設 整 備 等 支 出 計 (5) 9,400,600 

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) -1,527,387 

そ
の
他
の
活
動
収
支

収
入

基 金 積 立 資 産 取 崩 収 入 4,000,000 
積 立 資 産 取 崩 収 入 930,000 修繕積立取崩
そ の 他 の 活 動 に よ る 収 入 21,700,650 退職共済取崩
そ の 他 の 活 動 収 入 計 (7) 26,630,650 

支
出

そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出 6,292,788 退職共済預け金
そ の 他 の 活 動 支 出 計 (8) 6,292,788 

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) 20,337,862 
予 　 備 　 費 　 支 　 出 　 ( 1 0 ) 0 
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) 2,287,116 
前 期 末 支 払 資 金 残 高 (12) 7,700,209 
当 期 末 支 払 資 金 残 高 (11)+(12) 9,987,325 

決算書および事業報告書は本会ホームページでも閲覧できます。また、「社会福祉法人の財務諸
表等開示システム」によりインターネット上で公開されています。
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令和３年度は「地域福祉力の向上」を目指した３つの基本目標を推進するため、
以下の６つの取り組み目標により事業を展開しました。

令和３年度　活 動 事 業

セルフケアの推進（ひとづくり）

地域共生社会の推進（ネットワークづくり）

地域包括ケアの推進（拠点づくり）

１．地域福祉を支えるひとづくり
２．住民参加ふれあい支援
　地域における出会いとつながりの場をつくり、交流
活動を活性化させ、一人ひとりが地域に関心を持ち、
自立生活を営む力・お互いを支えあう力の理解を深め
ました。（地域住民グループ支援事業、福祉教育活動推
進事業など６事業）

５．ともに支えあう地域づくり
６．組織財政基盤の整備
　ネットワーク活動を基盤にアウ
トリーチ（地域に出向く）を徹底
し、住民同士がその解決に向けた
生活支援活動を開発・行動でき
る体制の強化を図りました。
　また、地域・住民・関係機関
の協力による災害支援ネットワー
ク機能の強化を図りました。（ボランティアセンター運
営事業、ネットワーク活動推進事業など11事業）

３．安心な暮らしを支える体制づくり
４．地域福祉トータルケア推進事業の強化
　誰もが安心して安全に暮らせるために、福祉サービ
スの適切な利用ができる体制づくりを進めました。ま
た、相談関係機関との情報共有により相談ネットワー
クシステム体制の充実強化、多職種協働による支援体
制の連携システムづくりを進めました。（配食サービス
事業、総合相談事業など 17事業）

ふれあいサロンで行われた介護教室
（地域住民グループ支援事業）

認知症ＳＯＳおたすけネッ
トワークシステムによる行
方不明者の目撃情報の提供
を呼びかけるメール（ネッ
トワーク活動推進事業）

高齢者宅へ手作り弁当をお届け
（配食サービス事業）

災害に備え、避難用品や非常食等を備蓄
（ボランティアセンター運営事業）



令和４年度収支予算・事業計画
～支出予算は1億5,128万円～

　３月 18 日に行われた理事会で同意を得た美郷町社会福祉協議会令和４年度資金収支予算が
同月 29 日の評議員会で議決されました。
　地域の皆さんから直接ご協力いただく会費や寄付金、共同募金に寄せられる善意は地域福祉
の向上に使わせていただいています。
　財政経営厳しい状況にありますが、従来にも増して経費節減に努め、健全財政を堅持しなが
ら地域福祉・在宅福祉の向上を目指してさまざまな事業や福祉サービスを展開していきます。

令和４年度  資金収支予算 令和４年度  事業計画

　今年度は、「第４期地域福祉活動計画」
の初年度にあたり、これは町が策定する

「第３期地域福祉計画」と整合性を図る
ため、一体的に策定した計画です。計画
期間は令和４年度から令和７年度までと
なっており、以下の基本理念と基本目標
を掲げて事業を展開していきます。

基 本 理 念
「みんなで支えあい
　　　　　よろこびあふれ湧くまち」
　誰もが住み慣れた地域で、自分らしく、
安心して生活を続けることができるよ
う、助け合う心が自然とあふれ湧く地域
づくりを目指します。

基 本 目 標 １
「地域福祉の推進体制づくり」
◦基本方針１– １
　「包括的な支援体制の構築」
◦基本方針１– ２
　「適切な福祉サービス利用の推進」

基 本 目 標 ２
「安心して生活できる環境づくり」
◦基本方針２– １
　「高齢者・障がい者（児）等に対する支援」
◦基本方針２– ２
　「子ども・子育て支援」
◦基本方針２– ３
　「心身の健康づくり・自殺予防」
◦基本方針２– ４
　「災害時要配慮者への支援」

基 本 目 標 ３
「地域福祉を支える人づくり」
◦基本方針３– １
　「地域福祉の意識づくり」
◦基本方針３– ２
　「地域住民等の福祉活動への参加促進」

勘  定  科  目 予算額（千円）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収　
　
　
　
入

会 費 収 入 5,963
寄 附 金 収 入 594
経 常 経 費 補 助 金 収 入 48,613
受 託 金 収 入 35,160
貸 付 事 業 収 入 500
事 業 収 入 1,835
負 担 金 収 入 309
介 護 保 険 事 業 収 入 46,582
障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 収 入 6,915
受 取 利 息 配 当 金 収 入 8
そ の 他 の 収 入 145

事 業 活 動 収 入 計 (1) 146,624

支　
　
　
　
出

人 件 費 支 出 95,982
事 業 費 支 出 41,372
事 務 費 支 出 3,903
貸 付 事 業 支 出 500
助 成 金 支 出 2,388
負 担 金 支 出 1,237
そ の 他 の 支 出 1

事 業 活 動 支 出 計 (2) 145,383
事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) 1,241

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入 施 設 整 備 等 収 入 計 (4) 0
支
出

その他の施設整備等による支出 50
施 設 整 備 等 支 出 計 (5) 50

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) △ 50
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収　
入

基 金 積 立 資 産 取 崩 収 入 3,000
積 立 資 産 取 崩 収 入 500
そ の 他 の 活 動 に よ る 収 入 2

そ の 他 の 活 動 収 入 計 (7) 3,502
支 

出
そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出 5,839

そ の 他 の 活 動 支 出 計 (8) 5,839
その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) △ 2,337

予　　 備　　 費　　 支　　 出 (10) 0
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) △ 1,146
前 期 末 支 払 資 金 残 高 (12) 1,146
当 期 末 支 払 資 金 残 高 (11)+(12) 0

福 祉 だ よ り第80号 （4）



　美郷町社会福祉協議会では、高齢者世帯や病気・ケガにより手
助けが必要な方などを対象に、ちょっとした日常生活の困りごと
をお手伝いするおたすけマン事業を実施しています。お手伝いで
きる内容については、買い物、精米、薬もらい、ゴミ出し、届け物、
電球の交換などです。（依頼内容によってはお引き受けできない場

合があります）
おたすけマンを利用する場合は、お互いに気を遣わないように

するために 30 分程度で 300 円の利用料をいただきます。受付は
みさと福祉センターで行っていますので、お気軽にお電話くださ
い。また、おたすけマン活動に協力してくださる方も随時募集し
ておりますのでお気軽にお問合せください。

　社会福祉協議会は地域福祉を進める団体として、毎年町内全戸に会員加入をお願いし
ておりますが、社協活動に賛同する法人・団体様からの法人会費（１口１０, ０００円）
団体会費（１口５, ０００円）についても随時受け付けています。

（法人・団体会員になっていただくと今年度の福祉センターの
会場使用料が免除になります。）
　昨年度は 11 法人・８団体様から会員になっていただきました。
社協事業へのご理解ご協力、厚くお礼申し上げます。

　高齢者の方々から専門職へ寄せられる、ちょっとした困りごと・・・例えば「お弁当
や食料品を配達してくれるところはないか」「電気の調子が悪いがどこへ連絡したらい
いのか」　「戸の開きが悪いがどこへ連絡したらいい
のか」など、こういった衣・食・住に関わる相談に
対して手助けができるよう、住み慣れた地域の商店・
企業様の電話帳を作成しています。
　掲載にご協力いただける商店・企業様がおられま
したらご連絡ください。

日常生活のちょっとした困りごとをおたすけマンがお手伝いします！

法人会員・団体会員も随時受け付けています

「専門職用おたすけ便利手帳」協力商店・企業様　掲載募集！！

おたすけマン受付　☎８５– ２２９４（受付時間：平日午前９時～午後４時）

美郷町社会福祉協議会　福祉班　☎８５－２２９４

福 祉 だ よ り（5） 第80号
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広告主は随時募集しております。

千畑在宅介護支援センターからのお知らせ

    足がつったときの対処法

①筋肉を伸ばし、適度なストレッチを行いましょう！
　足がつったときは、過剰に収縮している筋肉を伸ばすこと
が大切です。つった側の足の爪先を両手でつかみ、手前にゆ
っくりと引き、ふくらはぎを伸ばします。数秒から数分間そ
のままの姿勢を保ち、ゆっくり元に戻します。これを痛みが
消えるまで繰り返します。つりの予防には、ストレッチが有
効です。階段やイスなどに片足を乗せ、反対側のふくらはぎとひざ裏の筋肉を30秒
ほどしっかり伸ばします。左右の足を入れ替えて同様に行いましょう。

②寝るときは足を冷やさないように温かく！
　睡眠中は足が冷えるとつりやすくなるため、レッグウォーマーやふく
らはぎを覆う長さの靴下をはいて寝ると良いと言われています。

③水分補給やマグネシウムを意識した生活を！
　さらに、こまめに水分補給すること、マグネシウムを豊富に含んでい
るスルメやワカメ、ゴマやナッツなどを意識して摂ることが大事と言わ
れています。

こむら返りとは?
　ふくらはぎの筋肉がけいれんを起こし、強い痛みを伴う状態
を指します。
　筋肉のけいれんはふくらはぎだけでなく、足の裏や指、太も
も、お尻、腰、背中などでも起こることがあります。足がつる
原因として、はっきりわかっていない部分もありますが、骨格
筋にあるセンサーの誤作動が原因の一つと考えられています。
これらのセンサーの働きが低下すると、筋肉の震えとなって現
れると言われています。
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五
月
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十
四
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（
火
）

福
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福
祉
科
進
路
状
況

 〈
就　
職 

〉

 （
福
祉
医
療
系
）

　
六
郷
仙
南
福
祉
会	

（
美
郷
町
） 

　
大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合 	

（
美
郷
町
）

　
県
南
ふ
く
し
会	

（
大
仙
市
）

　
大
仙
ふ
く
し
会	

（
大
仙
市
）

　
あ
け
ぼ
の
会	

 （
大
仙
市
）

　
興
生
会	

（
横
手
市
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス	

（
横
手
市
）

　
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会	

（
仙
北
市
）

　
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ	

（
神
奈
川
県
）

〈
進　
学
〉

　
東
北
福
祉
大
学
（
総
合
福
祉
学
部
）

　
社
会
福
祉
専
門
学
校
（
社
会
福
祉
学
科
）

◇
五
月
二
十
六
日
（
木
）
一
年
生
を
対
象
に
「
認
知
症 

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
後

期
か
ら
の
コ
ー
ス
選
択
に
向
け
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
一

つ
で
す
。「
福
祉
科
に
進
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、
全
員
が

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
高
齢
者
に
優
し
く
正
し

く
接
し
て
い
き
た
い
。」
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
六
月
七
日
（
火
）
福
祉
科
二・三
年
生
と
野
球
部
が
六

郷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

会
員
の
方
と
一
緒
に
学
友

館
前
の
街
路
樹
の
花
壇

に
芝
桜
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
三
年
前
に
植
え
た
苗

が
、
今
年
は
き
れ
い
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
数
年
後
、
芝
桜
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
街
路
樹
の

様
子
が
楽
し
み
で
す
。

◇
六
月
三
十
日
（
土
）
笹
竹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
可
能
性
は
無
限
大
～
光
り
輝
く

笹
竹
魂
～
」
で
す
。
各
ク
ラ
ス
が
作
成
す
る
壁
画
、

ク
ラ
ス
ご
と
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
有
志
に
よ
る
発
表

な
ど
楽
し
い
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

来
で
あ
れ
ば
、
一
般
公
開
に
お
客
様
を
お
招
き
し
て
一

緒
に
楽
し
み
た
い
の
で
す
が
、
来
年
こ
そ
盛
大
な
笹

竹
祭
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
科
第
十
七
期
生

  

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
結
果

　
六
郷
高
校
合
格
率
93
・
7
％

　
　
　
全
国
総
受
験
者
合
格
率
72
・
3 

％ 

◇
福
祉
部
の
活
動
の
一
環
で
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ポ
プ
リ
」

を
制
作
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
「
北
の
か
ほ
り
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
方
か
ら
ご

指
導
を
い
た
だ
き
、
よ
い
香
り
を
漂
わ
せ
始
め
た

花
を
摘
み
ま
し
た
。
花
を
乾
燥
さ
せ
て
い
る
教
室

は
満
開
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
の
よ
う
な
香
り
で
癒
や

さ
れ
ま
す
。
ど
ん
な
作
品
に
な
る
か
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

も
う
す
ぐ
暑
い
本
格
的
な
夏
で
す
。

水
分
補
給
と
感
染
予
防
を
万
全
に
し
て
夏
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
校
の
花
壇
を
見
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
。
赤
、
黄
、
ピ
ン
ク
、
紫
の
花
が
咲
き
そ
ろ

っ
て
い
ま
す
。
生
徒
玄
関
の
プ
ラ
ン
タ
ー
も
花

盛
り
で
登
校
す
る
生
徒
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
七
月
二
十
二
日
か
ら
夏
休
み
で
す
。
今
年
は

２
年
ぶ
り
に
二
年
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

体
験
活
動
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
三
年
生
は

い
よ
い
よ
就
職
試
験
の
準
備
に
入
り
ま
す
。

  

福
祉
科
二
年
生
の
実
習
先

  　
　
　
　
行
事
を
除
く
水
・
木
曜
日
で
す
。

施
設
・
事
業
所

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー
ト
ピ
ア
緑
泉

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー
ト
ピ
ア
仙
南

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
昼
荘

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
森
苑

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
も
れ
び
の
杜

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
テ
ン
ダ
ー
ヒ
ル
ズ

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
幸
園

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
こ
や
か
森
の
家

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
杏
授
苑

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
の
苑
（ 

十
施
設 

）

◇
大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

◇
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

◇
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
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社会福祉法人美郷町社会福祉協議会

社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会	 TEL0187（85）2294（代）	 FAX0187（85）2291
	 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp
美郷町介護事業所	 TEL0187（87）6128（代）	 FAX0187（87）6680
	 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1
【ホームページ】 http://www.misatocho-shakyo.or.jp/

正職員を募集します

（
令
和
４
年
２
月
１
日
～
６
月
30
日
受
付
分
）

※
受
付
順

■
一
般
寄
付

コ
ス
モ
ス
の
会 

様

美
郷
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	

連
絡
協
議
会
会
長 

加
畠
徹 

様

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ

	

六
郷
地
区
女
性
部 

様

天
神
堂	

鈴
木　
諄
一 

様

■
香
典
返
し

本
堂
東
部	

星
山　
佑
介 

様

千
屋
南
部	

高
橋　
周
平 

様

万
願
寺	

照
井　
正
義 

様

菅
谷
地	

照
井　
正
明 

様

御
前	

渋
谷
四
志
夫 

様

扇
田	

井
関　
利
通 

様

野
際	

石
田　
忠
治 

様

土
崎
北
部	

加
藤　
晃
湧 

様

■
物
品
寄
付

佐
野	

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス 

様

	

（
乳
製
品
）

黒
沢	

髙
階　
勇
夫 

様

	

（
紙
オ
ム
ツ
他
）

上
鑓
田	

高
橋　
伸
江 

様

	

（
洗
濯
用
洗
剤
）

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
六
郷
地
区
女
性
部
・

Ｊ
Ａ
六
郷
支
店
助
け
合
い
組
織

	

陽
だ
ま
り
会 

様

	

（
プ
ル
タ
ブ
）

※
こ
の
ほ
か
、
匿
名
で
の
ご
寄
付
も
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

	

　
以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
対
し
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　４月 21日（木）奉友会会員がみさ
と福祉センター周辺の清掃活動をし
てくださいました。昨年の秋に引き続
き今回も大変きれいにしていただき、
ありがとうございました。
　奉友会は、みさと福祉センター以
外にも町の公共施設や公園などの清
掃活動も行っており、町内の環境美化
に貢献されています。

～春の清掃活動～奉友会

たくさんの落ち葉や枝などですぐに袋が
いっぱいになりました。

【募集内容】	 ①正職員（介護支援専門員）１名
	 ②正職員（地域福祉職員）１名

【年　　齢】	 35 歳まで
	 （昭和 62 年４月２日以降に生まれた方）

【学歴・性別】	 不問
【受験資格】	 次の資格を有する方
	 ①介護支援専門員
	 ②介護支援専門員・介護福祉士・社会福祉士
	 　のいずれか
	    ①②共通事項として普通自動車運転免許
	                                           （AT 限定可）

【賃　　金】	 ①基本給 月額 164,700 円～ 186,900 円
	 ②基本給 月額 140,100 円～ 186,900 円
	 （資格や経験年数に応じて決定、定期昇給年１回）

【勤務時間】	 原則として午前８時 30 分～午後５時 15 分
【休日休暇】	 土日、祝日、年末年始、年次有給休暇、育児・
	 介護休暇、リフレッシュ休暇、社会奉仕休暇、
	 慶弔休暇など各種休暇制度あり

【採用年月日】令和４年９月１日
【試験案内】	 当会窓口またはホームページからも
	 ダウンロード可

【応募方法】	 ハローワークを通じて行ってください。
【受付期限】	 令和４年８月１日（月）まで必着
【試 験 日】	 令和４年８月６日（土）

福祉課  ☎︎ 0187-85-2294申込・お問い合わせ


